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本計画の基本的な考え方 
 

 

基本理念 
 

 

 

 

 

 

 

すべての高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、健康な状態を保持し、

人生の最終段階において医療・介護が必要となっても、その人の状態に応じて、自分らしい毎

日を過ごすことができる体制の構築が必要です。そのためには、介護人材の確保とさらなる資

質の向上が必要であるとともに、地域住民やボランティアの見守りなど、身近であたたかみの

ある支えあいや助けあいが重要となります。なお、健康とは、単に病気ではないとか弱ってい

ないという状態を指すのではなく、肉体的・精神的・社会的に満たされ、また自身の役割や心

の支えを持つことで、幸せを感じられている状態も含みます。 

そこで、本計画では「住み慣れた地域で支えあい 年輪をかさねるまち 加古川」を基本理念

に掲げ、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自分らしい日常生活を営むため、住まい、医療、

介護、介護予防、日常生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステムの深化・推進」

と「地域共生社会の実現」に向けた取組を進めることで、高齢者一人ひとりの幸福感を多面的

に高め、ウェルビーイングなまちを目指します。 

 

 

地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた重点取組 
 

◆多様な主体の連携強化 
 

地域包括ケアシステムを深化・推進していくためには、専門職間の連携が必要です。また、

専門職と地域住民やボランティア、民間事業者などが一体となり支援していくことも大切です。

今後、さらに多様な主体との連携や協働を進めていきます。 

 

◆介護予防の強化と⾃⽴⽀援の促進 
 

今後、高齢者の増加に伴い介護サービスや介護人材の不足が懸念されます。限られた専門職

はより専門性の高い分野に集中できるような仕組みも必要となってきます。さまざまな状態の

高齢者が介護予防に取り組むことを支援するとともに、生活支援も充実させ、要支援状態から

の自立や重度化防止を図ります。また、要介護状態であってもその人の持っている強みを生か

し、自分らしい生活の継続を促進します。あわせて、専門職や市民に対して、このような考え

方の普及を進めていきます。 

 

 

基本理念 
住み慣れた地域で支えあい 

 年輪をかさねるまち 加古川 


























